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研究成果の概要（和文）：　本研究課題は、明治期の幼稚園における造形表現の特質とその展開過程を、幼稚園で使用
していた一次史料の調査・図版分析と、「図画科」及び「手工科」との比較検討を通して明らかにした。その結果、一
部の幼稚園では自然物等の実物や縦覧室（標本室）の標本等を手本として描かせるという教授方法により、実物主義が
とられていたことが明らかとなった。また幼稚園で使用されていた一部の図画図版は「小学」の「図画科」及び「手工
科」の図版と重複することが示された。

研究成果の概要（英文）：This research investigated the characteristic techniques and methods used by 
staff to teach arts and crafts in kindergartens in the Meiji era (1868-1912). It was possible to discover 
these methods by researching and analyzing primary historical sources, and by comparing “Zugaka” (drawn 
subjects) with “Shyuko-ka”(handicraft subjects). The findings show that in some parts of the 
kindergartens realia was used and the children were taught to sketch real objects from nature or to draw 
using sample specimens from a “Jyuranshitsu”(specimen room). Additionally, some of the same 
illustrations were used for“Zuga-ka”and “Shyuko-ka in both kindergarten and elementary schools.

研究分野：美術教育学
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１．研究開始当初の背景 
 明治期において、日清戦争後の新たな教育
政策が形成されるまで、図画工作教育は数々
の方針転換や政策変更が行われており、それ
らに関して諸賢によって多くの研究成果が
挙げられてきた。しかしながら、従来の近代
造形教育史研究において取り組まれていな
いテーマが、「明治期における幼児造形教育
史」である。 
我が国において、はじめての公的幼稚園で
ある東京女子師範学校附属幼稚園がつくら
れたのは明治 9年（1876）である。この時期
の幼稚園は、ドイツの教育学者でありキンダ
ーガルテン（幼稚園）の創設者でもあるフレ
ーベルの影響を受け、恩物中心主義の保育が
行われていた。フレーベルは遊具として二十
種類の恩物を製作したが、本研究で対象とす
る部分は、第十恩物であった「図画法」及び
第二十恩物であった「模型法」いわゆる粘土
細工である。これらに関する実証的な解明は
現代の美術教育、造形教育を考察する上で不
可欠なものであるといえよう。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、日本における幼稚園の成立
時期を東京女子師範学校附属幼稚園（現・お
茶の水女子大学附属幼稚園）が創設された明
治 9年とし、近代日本における幼稚園教育の
造形表現の特質とその展開過程を、幼稚園で
使用していた一次史料の調査・図版分析と、
小学・中学の「図画科」及び「手工科」との
比較検討を通して明らかにするものである。 
  
 
３．研究の方法 
本研究では、我が国における幼稚園の造形
教育の変遷について実証的な解明をめざす
ために、明治初期に開園した幼稚園を対象と
し、造形表現とくに「図画」及び「粘土細工」
に関する教具等の調査・検討を行い、図版分
析によって明治期の幼稚園で行われた造形
表現を明らかにする。 
次に小学・中学の図画科について論及した
先行研究・史料を整理し、幼稚園の「図画」
との相違を分析・検証する。また小学・中学
の手工科で行われた粘土表現に関する先行
研究や史料を分析し、幼稚園で行われた「粘
土細工」との相違を検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 23 年度は明治初期に開園した幼稚
園の一次資料を収集し造形表現に関して調
査・検討した。明らかになったことは以下の
とおりである。 
 
① 愛珠幼稚園の保育記録と描画作品を中心
に調査・データ化し検討を行った。その
結果、明治 37 年から 41 年までの保育記
録の分析から「画方」ではほとんどが「随
意」で行われ幼児にとって身近なものや

戦争に関するものを題材としていたこと
が示された。自然物等の実物や縦覧室（標
本室）の標本等を手本として描かせると
いう教授方法により、実物主義がとられ
ていた。描画作品の分析によって、ディ
ティールの描写から幼児が軍艦の形体そ
のものに強い興味を持っていたことが明
らかとなった。 
 
② 土浦西小学校附属幼稚園に関しては明治
期に作成され図画に使用していたと推測
される掛図等の調査を中心に行った。現
在まで明らかにされていなかった掛図の
解説書の特定調査を行い、うち 2 点を確
認した。また図版分析により「幼稚園手
技掛図」では「画方」と他の手技との関
連を図っていたことが示された。 
 
③ 京都府舞鶴市立舞鶴幼稚園および島根大
学教育学部附属幼稚園については各々の
幼稚園を訪問し一次資料の収集を行った。
以上の「図画」に関する研究成果の一部
は学会等で発表を行い、博士論文に収録
することができた。 
 
(2) 平成 24年度は平成 23年度に収集した資
料のうち、愛珠幼稚園の描画作品集、および
舞鶴幼稚園の教具（掛図・絵）を分析・検討
した。 
 
① 愛珠幼稚園の描画作品集「第五回内国勧
業博覧会記念帖」について分析を行った
結果、第五回内国勧業博覧会の特徴であ
る余興（ウォーターシュートやイルミネ
ーション、水族館、メリーゴーランド等）
を描いていたことが明らかとなった。当
時の保育記録より愛珠幼稚園では「博覧
会」のイメージを共有していたことも示
唆された。 
 
② 図画を行う際に使用されたと推測される
教具（掛図や絵）の実態を明らかにする
ために、京都府加佐郡舞鶴町立舞鶴幼稚
園（現・舞鶴市立舞鶴幼稚園）を対象と
し、現存する掛図および絵の調査分析を
行った。その結果、舞鶴幼稚園では幼児
が肉筆（手描き）の掛図や絵を通して本
物の絵画作品に触れる機会があったこと
が明らかとなった。 
 
③ 掛図の一部ではあるが舞鶴市出身の日本
画家・藤山鶴城とのかかわりが示された。
日本画家の作品を幼稚園で直接見ること
により、幼児の図画表現の形成の一端を
担っていたと考えられる。 
 
(3) 平成 25 年度は島根大学教育学部附属幼
稚園の一次資料を中心に図版分析・検討を行
った。 
 



① 島根大学教育学部附属幼稚園の所蔵して
いる版画資料の中に明治期に購入した版
画類があることを確認した。そのうち「図
画」と記されたシールが貼付された版画
資料が 12 点発見されており、これらの版
画資料に園児が触れる可能性があった。 
 
② 図画関連資料として『幼稚園手工標本』
と題する手描きの手本が発見された。手
工だけでなく「図画」についても図版が
あり、当時、「図画」を行う際に手本とし
て使用していたと考えられる。図版の題
材に関しては幼児にとって身近にあるも
のを取り扱っており、幼児に合わせて簡
略化した図版となっていた。『幼稚園手工
標本』に記されている作者の名前やクラ
スの組名より、外部の保育者の手による
ものと推察される。手工や図画を行う際
の手本について市販されていた書籍だけ
でなく、外部の保育者の情報も得ようと
していたことが明らかとなった。 
 
③ 島根大学教育学部附属幼稚園の園舎移転
50周年記念式典(2013年11月29日)にお
いて明治期の教具・版画類などの展示を
行うため、展示品解説（キャプション）
を依頼され製作した。 
 
④ 平成 25 年度までの研究成果をふまえ、城
西国際大学水田美術館で開催された展覧
会「明治の子どもたち 版画にみる遊び
と教育」において「明治の幼稚園－掛図・
教具からみた図画教育－」と題する講演
会（2013 年 12 月 6日）を行った。 
 
(4) 平成 26 年度は島根大学教育学部附属幼
稚園の資料を中心として、平成 25 年度まで
に収集した資料の図版分析を行った。 
 
① 明治期の小学の図画・手工の図版と当時
の幼稚園で使用された「図画」「粘土細工」
の図版の比較検討を行った。それにより
一部の図版において重複する図版を確認
した。 
 
② InSEAオーストラリア大会において、こ
れまでの研究成果の一部を発信した。そ
の発表内容については「IRCN 国際交流
情報」に「教具としての標本・版画に関
する調査報告」として公表した。 

 
③ 平成 25 年度に行った水田美術館での講
演会「明治の幼稚園－掛図・教具からみ
た図画教育－」について講演会内容をま
とめ発表した。 
 
以上の実証的な調査・検討による解明は従
来の近代造形教育史研究において取り組ま
れておらず、今日の造形・美術教育を検討す
る上でも重要性が認められよう。 

今後の展望として、収集した史料が膨大で
あり研究成果のうち発表していない部分も
あるので、それを論文としてまとめ公表して
いきたい。また研究成果公開促進費を得てお
り、研究成果の一部は 2016 年に出版される
予定である。 
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